
  
 

一

 
 

 

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案 

 

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
（
平
成
十
二
年
法
律
第
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
二
条
第
一
項
第
一
号
中
「
次
号
」
を
「
以
下
こ
の
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
イ
中
「
以
下
」
の
下
に
「
こ
の
号
に
お
い

て
」
を
加
え
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

 

三 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
か
つ
、
財
政
力
指
数
で
平
成
二
十
二
年
度
か
ら
平
成
二
十
四
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
係
る

も
の
を
合
算
し
た
も
の
の
三
分
の
一
の
数
値
が
〇
・
四
九
以
下
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
イ
、
ロ
又
は
ハ
に
該
当
す
る
場

合
に
お
い
て
は
、
国
勢
調
査
の
結
果
に
よ
る
市
町
村
人
口
に
係
る
平
成
二
十
二
年
の
人
口
か
ら
当
該
市
町
村
人
口
に
係
る

昭
和
六
十
年
の
人
口
を
控
除
し
て
得
た
人
口
を
当
該
市
町
村
人
口
に
係
る
同
年
の
人
口
で
除
し
て
得
た
数
値
が
〇
・
一
未

満
で
あ
る
こ
と
。 

 
 

イ 

国
勢
調
査
の
結
果
に
よ
る
市
町
村
人
口
に
係
る
昭
和
四
十
年
の
人
口
か
ら
当
該
市
町
村
人
口
に
係
る
平
成
二
十
二
年

の
人
口
を
控
除
し
て
得
た
人
口
を
当
該
市
町
村
人
口
に
係
る
昭
和
四
十
年
の
人
口
で
除
し
て
得
た
数
値
（
以
下
こ
の
号

に
お
い
て
「
四
十
五
年
間
人
口
減
少
率
」
と
い
う
。
）
が
〇
・
三
三
以
上
で
あ
る
こ
と
。 

 
 

ロ 

四
十
五
年
間
人
口
減
少
率
が
〇
・
二
八
以
上
で
あ
っ
て
、
国
勢
調
査
の
結
果
に
よ
る
市
町
村
人
口
に
係
る
平
成
二
十



 

  
 

二

二
年
の
人
口
の
う
ち
六
十
五
歳
以
上
の
人
口
を
当
該
市
町
村
人
口
に
係
る
同
年
の
人
口
で
除
し
て
得
た
数
値
が
〇
・
三

二
以
上
で
あ
る
こ
と
。 

 
 

ハ 
四
十
五
年
間
人
口
減
少
率
が
〇
・
二
八
以
上
で
あ
っ
て
、
国
勢
調
査
の
結
果
に
よ
る
市
町
村
人
口
に
係
る
平
成
二
十

二
年
の
人
口
の
う
ち
十
五
歳
以
上
三
十
歳
未
満
の
人
口
を
当
該
市
町
村
人
口
に
係
る
同
年
の
人
口
で
除
し
て
得
た
数
値

が
〇
・
一
二
以
下
で
あ
る
こ
と
。 

 
 

ニ 

国
勢
調
査
の
結
果
に
よ
る
市
町
村
人
口
に
係
る
昭
和
六
十
年
の
人
口
か
ら
当
該
市
町
村
人
口
に
係
る
平
成
二
十
二
年

の
人
口
を
控
除
し
て
得
た
人
口
を
当
該
市
町
村
人
口
に
係
る
昭
和
六
十
年
の
人
口
で
除
し
て
得
た
数
値
が
〇
・
一
九
以

上
で
あ
る
こ
と
。 

 

第
十
二
条
第
一
項
第
十
八
号
を
同
項
第
二
十
三
号
と
し
、
同
項
第
十
四
号
か
ら
第
十
七
号
ま
で
を
五
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同

項
第
十
三
号
中
「
又
は
中
学
校
」
を
「
若
し
く
は
中
学
校
又
は
市
町
村
立
の
高
等
学
校
」
に
改
め
、
「
屋
内
運
動
場
」
の
下
に

「
、
屋
外
運
動
場
、
水
泳
プ
ー
ル
」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
十
八
号
と
し
、
同
項
第
十
二
号
を
同
項
第
十
七
号
と
し
、
同
項

第
十
一
号
を
同
項
第
十
五
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

 

十
六 

障
害
者
又
は
障
害
児
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
の
施
設 



  
 

三

 
第
十
二
条
第
一
項
第
十
号
を
同
項
第
十
四
号
と
し
、
同
項
第
七
号
か
ら
第
九
号
ま
で
を
四
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
項
第
六
号

を
同
項
第
八
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。 

 

九 

一
般
廃
棄
物
処
理
の
た
め
の
施
設 

 

十 

火
葬
場 

 

第
十
二
条
第
一
項
第
五
号
を
同
項
第
七
号
と
し
、
同
項
第
四
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

 

六 

住
民
の
交
通
手
段
の
確
保
又
は
地
域
間
交
流
の
促
進
の
た
め
の
鉄
道
施
設
及
び
鉄
道
車
両
並
び
に
軌
道
施
設
及
び
軌
道

車
両
の
う
ち
総
務
省
令
で
定
め
る
事
業
者
の
事
業
の
用
に
供
す
る
も
の 

 

第
十
二
条
第
一
項
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

 

四 

中
小
企
業
の
育
成
又
は
企
業
の
導
入
若
し
く
は
起
業
の
促
進
の
た
め
に
市
町
村
が
個
人
又
は
法
人
そ
の
他
の
団
体
に
使

用
さ
せ
る
た
め
の
工
場
及
び
事
務
所 

 
 

 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

第
一
条 

こ
の
法
律
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



 

  
 

四

 
（
経
過
措
置
等
） 

第
二
条 

こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
（
以
下
「
新
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
項
第
二

号
の
規
定
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
以
後
に
行
わ
れ
た
廃
置
分
合
又
は
境
界
変
更
に
よ
り
新
た
に
設
置
さ
れ
、
又
は
境
界

が
変
更
さ
れ
た
市
町
村
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。 

第
三
条 

こ
の
法
律
の
施
行
の
日
以
後
に
新
法
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
新
た
に
過
疎
地
域
を
そ
の
区
域
と
す
る
市
町
村
と
し
て

公
示
さ
れ
た
市
町
村
に
つ
き
新
法
第
十
条
（
別
表
を
含
む
。
）
、
第
十
一
条
、
第
十
四
条
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
、
第
十

五
条
第
八
項
及
び
第
九
項
、
第
十
六
条
第
五
項
、
第
十
八
条
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
十
九
条
の
規
定
を
適
用
す
る
場

合
に
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
新
法
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
の
日
の
属
す
る
年
度
（
以
下
「
公
示
の
年
度
」
と

い
う
。
）
の
予
算
に
係
る
国
の
負
担
若
し
く
は
補
助
又
は
交
付
金
の
交
付
（
以
下
「
負
担
等
」
と
い
う
。
）
（
公
示
の
年
度

の
前
年
度
以
前
の
年
度
の
国
庫
債
務
負
担
行
為
に
基
づ
き
公
示
の
年
度
以
降
の
年
度
に
支
出
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
国
の
負

担
等
を
除
く
。
）
か
ら
適
用
し
、
公
示
の
年
度
の
前
年
度
以
前
の
年
度
の
国
庫
債
務
負
担
行
為
に
基
づ
き
公
示
の
年
度
以
降

の
年
度
に
支
出
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
国
の
負
担
等
及
び
公
示
の
年
度
の
前
年
度
以
前
の
年
度
の
歳
出
予
算
に
係
る
国
の
負

担
等
で
公
示
の
年
度
以
降
の
年
度
に
繰
り
越
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 



  
 

五

 
（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
及
び
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
） 

第
四
条 
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
及
び
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法

律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
七
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
四
十
五
条
の
う
ち
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
第
十
二
条
第
一
項
第
十
一
号
の
改
正
規
定
中
「
第
十
二
条
第
一
項

第
十
一
号
」
を
「
第
十
二
条
第
一
項
第
十
五
号
」
に
改
め
る
。 

  





  
 

七

 
 

 
 
 

理 

由 

 

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
の
実
施
の
状
況
に
鑑
み
、
過
疎
地
域
の
要
件
を
追
加
す
る
ほ
か
、
過
疎
地
域
自
立
促
進
の

た
め
の
地
方
債
の
対
象
経
費
と
し
て
中
小
企
業
の
育
成
又
は
企
業
の
導
入
若
し
く
は
起
業
の
促
進
の
た
め
に
市
町
村
が
個
人
又

は
法
人
そ
の
他
の
団
体
に
使
用
さ
せ
る
た
め
の
工
場
及
び
事
務
所
等
の
整
備
に
要
す
る
経
費
を
追
加
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ

が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。





  
 

九

 
 

 

本
案
施
行
に
要
す
る
経
費 

 

本
案
施
行
に
要
す
る
経
費
と
し
て
は
、
平
年
度
約
二
億
円
の
見
込
み
で
あ
る
。 


